
  

講座内容(予定) 

交流の時間(自由参加) 
*共に実践や悩みを 

語り合いましょう。 

質疑応答 

コメント 

グループごと 

の話し合い 

講 座 

シンポジウム 

話題提供 

講座の流れ 

〈14:00〉 〈16:10〉 〈16:40〉

メールにてお申し込み 

・件名は「SSW 実践講座 2026 申し込み」としてください。 

(1) お名前  (2) ご所属（職種等） (3) 連絡先メールアドレス 

・送付先アドレス： jyca_nikotama@yahoo.co.jp 

一般社団法人子ども・若者応援団 担当：竹村  

  

 
お申込み後、受付確認と受講料振込口座をお知らせします。 

 

受講料：お一人 18,000 円(全講座分)をお振込み  

一部教育委員会で SSW の研修として参加実績があります。 

当日会場でのお申し込み、お支払いはできません。 

公費でのお支払いの場合はその旨お申し出ください。 

受講料ご入金確認をもって申込完了となります。 

 
電話でのお問い合わせ：080-5689-3076 

受付開始は 13:30 です。   ※日程・講座内容及び会場は、一部変更となる場合があります。 

 第 1 回～第 3 回は、三茶しゃれなあどホール 4 階「シリウス」にお集まりください。 

 第 4 回～第６回は、北沢タウンホール（予定） 

お申し込みの流れ 

https://wakamono-oendan.com/ 

（東京都世田谷区） 
主催 

講 座 日　　時 テーマ 講師・シンポジスト

11月14日(土)
6

・特別支援学校ならではのチーム学校の姿 朝日　滋也
・家庭・福祉・医療との連携 、SSWを始めとする多職種連携の実際

14:00～16:40 （東京都公立特別支援学校元校長）・まとめ

4
9月12日(土) ・SSW活用事業の目的と仕組み/配置型・派遣型など制度の違い

5
10月10日(土) ・通常の学級・特別支援学級を含めた特別支援教育の考え方

1
6月13日(土)

14:00～16:40

竹村　睦子

2
7月11日(土)

・講座の趣旨・全体像の共有・子どもの権利とチーム学校の意義

・本講座で大切にしたい視点・安心して語り合える場づくり

・今後の進め方

・小学校現場で感じる不登校、登校しぶりの現状 加藤　憲司

・校長が期待するこれからの「チーム学校」

3
8月8日(土) ・中学校現場で思春期の生徒が抱える困難 矢野　勝昭

14:00～16:40 （栃木県公立中学校校長）
・不登校・行動面・家庭背景へ　組織的な関わり

・校内でSSWが活躍していただくために

（SSW、一般社団法人

子ども・若者応援団代表理事)

田中　祐也
・SSWと連携した校内体制づくり

14:00～16:40 ・多様なニーズをどう捉え、つなぐか
（東京都公立小学校特別支援

教育コーディネーター)

中島　淳
・SSWから見たチーム学校の姿 

14:00～16:40 （東京都区内SSW）
・教員・管理職・関係機関との連携のポイント

・SSWを含めたチーム学校の現状
14:00～16:40 （東京都公立小学校校長）

記者歴 30 年のスタッフによる進行で、気になることを深堀りします。 

参加者の声 

（新人ＳＳＷ） 

４月からＳＳＷとして勤め 

始め、最初は、分からない 

ことだらけでしたが、 

実践講座の事例を通して 

関係機関とのつながり方 

など理解がすすみました。 
 

参加者の声 

（高校・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

本校で支援してくださって 

いる SSW の方が、 

教員にとても配慮を 

しながら、生徒のために 

動いてくださっている 

ことを改めて感じま 

した。 


